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研究の概要、新規性及び目標 

①研究の概要 

 実用化された微動型アクチュエータ(NMA: Nano-motion Actuator)の加工及び組み立て精度の向上を図

り、加工方法を含め、高湿度環境下で長期間動作可能な NMAの実用化を目指す。 

②研究の独自性・新規性 

 記録再生評価装置(スピンスタンド)に応用されるトラッキング用アクチュエータは、20000rpm に達しようとす

る高速に回転するディスク面上を 0.1nm の位置決め分解能で、正確に記録されたトラックをフォーローイング

する必要があるが、フォーローイング中に取り付けられる磁気ヘッドとディスク間の浮上変動するような動作は

避けなければ、スピンスタンドに搭載することはできない。現在 0.1nm の位置決め分解能を有しながら、トラッ

キングに応用できる高速動作するアクチュエータは、研究レベルにおいても現存していないが、位置決め性

能だけではなく、フォーローイング動作中に Z軸方向に変動が発生しないように厳密な機械加工と測定評価

技術の確立が重要となる。 

③研究の目標（フェーズ毎に数値目標等をあげ、具体的に） 

 NMAの共振周波数: 5kHz，最大変位量: 10µm仕様は、実用化されて量産化に移行しており、圧電素子を
湿度から保護する減衰機構の研究開発や信頼性を向上させるため、耐久試験の準備を進めている。またプ

リライトサーボやパッターンドメディア用の記録再生試験で必要とされている共振周波数: 5kHz，最大変位

量: 30µm仕様の NMAの研究開発を加工，組み立ての面から研究を始めた。 
研究の進め方及び進捗状況（目標と対比して） 

 NMA の共振周波数: 5kHz，最大変位量: 10µm 仕様は、実用化されて量産化に移行しており、圧電素子
を湿度から保護する減衰機構の研究開発や信頼性を向上させるため、耐久試験条件の検討を進めている。

またプリライトサーボやパッターンドメディア用の記録再生試験で必要とされている共振周波数: 5kHz，最大

変位量: 50µm仕様の NMAの試作評価を進めている。 

主な成果 

  具体的な成果内容： 

 

 

  特許件数：        論文数：          口頭発表件数：  

研究成果に関する評価 

１国内外における水準との対比 

 高精度位置決めに関する研究では、位置決め装置そのものの大きさや仕様に違いはあるが、いくつかの

論文で 0.1nm 以下の精度で位置決めされている報告がある。しかしながら、研究対象としての違いがあると

は言え、15000rpm 以上で高速回転するディスク面上の特定のトラックを正確に追従性するような高速と高精

度を両立するような研究は、磁気記録分野を除いて、現存しないと言っても過言ではない。また本研究は、

HDD (Hard Disk Drive)やスピンスタンドで実現されている制御帯域を約 3 倍広帯域化し、4kHz 以上の高

速・高精度位置決めを実現するもので、国内外を問わず最先端の技術水準に達するものである。 

２実用化に向けた波及効果 

 現在、共振周波数: 5kHz，最大変位量: 10µm仕様の NMAは弊社にて製品化され、平成 16 年度より協
同電子システム㈱のスピンスタンドや国内のドライブメーカ 1 社のヘッド試験機用のアクチュエータとして製

品販売を行っている。記録密度の向上と共に磁気ヘッドのトラック幅は一層狭められており、試験装置とい

えども HDD と同様なトラッキング技術が不可欠になっている。今後、高速で高精度な位置決めを可能とする

微動アクチュエータは重要なキーデバイスとなるもので、他のドライブメーカの試験装置への採用が進むも

のと予想され、弊社の戦略的な商品と位置付けている。 



 
残された課題と対応方針について 

 本研究で実用化された微動型アクチュエータ(NMA)は、ヘッド試験機に搭載され、約1年間の稼動実績が

あるが、未だに信頼性と製品寿命の見極めが行われていない。現在、信頼性試験画の準備を進めており、

アクチュエータの研究開発と平行して、製品化でもっと重要な信頼性の確認を行っている。また NMA を組み

立てる際に圧電素子の高さ寸法と無負荷時の変位量の検査値の添付データを基準に組み立て作業を行っ

ていた。しかし検査担当者によって、データがばらつき NMA の安定な製品出荷へ不具合が生じる可能性が

あるので、組み立て前に NMA と同等の動作を行う検査冶具を検討している。今後、加工、組み立てや検査

に製品の加工組み立て安定性を安定させる種々の冶具を拡充し、製造の効率化と製品レベルの向上を図

り、製品性能のばらつき範囲の低減を図る。 
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人件費 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

設備費 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

その他研究費

（消耗品費、

材料費等） 
0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1,000 1,000 2,000 2,000

旅費 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

その他 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

小  計 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1,000 1,000 2,000 2,000

代表的な設備名と仕様［既存（事業開始前）の設備含む］ 

  ＪＳＴ負担による設備： 

  地域負担による設備： 

※複数の研究課題に共通した経費については按分する。




